







































































興 奮-36.5-38.10C.前記のように約280C 歩行開始 7.7-I4.50C 
以とでは活動I:t不活避であるが， この温度になると念に 飛朔開始 16.8-20.1 
飛期にうつり狂燥献態の飛期を続ける. 奥 奮 36.5-38.9 
横 転ー42.9-44.70C.興奮扶態を続けた虫 横 縛 42.9-44.7 






















広瀬 (1954) 仁よれば存在温度環境条件 9~290C のうち，飛期活動が見られたのは 16~29
oCで150C以下では全く飛期は見られなかった.最も飛期の盛んな温度は 230Cの時であり，これ
より低温の16-170C，高温の28-290Cでは飛期個体数は少かった. 以上をまとめて 150C以












































リ ν ゴ シロハマキ
イチモシジセセロ
モ シ シロチョウ




滋 1，際 範咽 温度 信事霊
pc) (oC)' (，叩〉く
三浦 ・近木(195の 一 一 11.2~38.7 27.5 
踊島(1953a) 22.5~31.0 8.5 25.5~36.6 11.1 
(1954) 24.0~34.0 10.0 22.5~36.0 13 5 
グ〈け 26.5~36.5 10.0 21.5~35.5 14.4 
尾崎・山下(1949) 19.7~37.8 18.1 15.4~38.6 23.2 
松本 11 .1~37.7 26.6 
三浦 ・近木(1952) 4.4~34.7 30.3 
柴社(1953) 7.3~30.8 23.5 
小山(1951) 8.3~36.2 27.9 
加藤(1940) 9.7~42.9 33.2 
山下(1952) 17.2~40.0 22.8 
杉山 ・松本(1955)
和久(1952) 21.4~回.0 11.6 
福島(1952) 21.1-.45.0 23.9 
(1953b) 17.4-45.7 28.3 
下(1952ワ 4.1-32.1 28.0 
藤(1948) 16.7~29.6 12.7 

















































M:中間.場 W:lE常活動混度範囲の広いもの，.N:狭じもの， H:i高温適応性， L:低温適応のもの，
第 2図 モシジロチョヲの世界分布図


















No. 地 名 年平均 海抜高担t 温 No. 地 名 年気卒均温 海抜高. 圃
I 1¥ ヲた 島 17.8 81.3 19 メ キ v :1 15.9 2280.0 
2 1it 門 21.6 3.0 20 ホ ノ ル' ル' 23.8 11.6 
3 害昏 港 22.:.7 35.7 21 ウ"'" J}ント ν 12.1 
4 フ F J} "' ν :.73.0 116.0 *22 アリ 70・70プリシグ70 21.1 587.2 
5 ν ム 7 13.0 2204.9 *23 プJ} 70 ~ - ;:.- 20.5 41.7 
* 6 ク '"ー ~ 15.0 1677.4 24 ν ド ー 17.5 47.3 
* 7 イ =κ .If ，、 シ 15.2 1630.0 25 ア ヂ ν F ド 17.2 42.7 
8 同 ゲ 1J:" ー γ 22.7 38.7 :.76 ノ守 ョ、 17.8 60.0 
* 9 カ イ ロ 21.9 116.0 27 カ F ナーグオン 22.3 4.0 
.10 ，、.、 ン jf ジ ー 20.6 8.0 *:.78 ジ z ラルドシ 79.4 4.0 
11 ト p ポ リ 19.9 17.0 29 稔 内 6.0 
12 チ・ .:L 70 17.9 43.0 30 ウ ず サ ヲ 5.7 24.0 
13 ア ル ジ "' ー 18.5 38.5 31 オ =民 ロ 6.:.7 44.0 
*14 ~ ;.レ ム ー 1J:" 21.0 46.0 32 '司.、 1v 。， v 7.3 44.4 
15 aユーオルレアシズ 20.8 16.2 *33 セシト ・ジョン 4.8 38.1 
‘16 "' 九， • ノf ツ 17.4 1146.9 34 ケ ，、.、 、y ク 3.9 90.2 
17 サシダイ"'" ~ 16.3 26.5 *35 ザア;:.-!/-~- 9.4 41.5 
18 ロ1 アシジ =JI〆且 17.3 103.0 *36 アレクサンドロ 770ク 0.2 15.7 
係を附したものは外国気候表く中央気象台.1929)より，他は理科年表く1951)より引用.
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